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3．4睡コ従川頁型
0．9　［：：：ヨ理E臼イ寸｝ナ型
1．6　　薩1灘1自己中心型
1．7
　　［コ無回答
　　上段：教師12
0．2　中段：親
0’8　下段：友人
α6 ｡自罰型
　　匿ヨ親和型
　　團非親和型
1：1■言継篠威
1．5　　　　　f衣存型）
　　［コ無回答
??????
4．7
イギリス
?????
フランス
????
図30　日・韓・タイ・米・英・仏の青少年の教師・親・友達に対する行動様式の比率
う，顕著な性差が明らかに見られる。クランドールはこの結果について，女子は自分が知的な面に関
して控えめにしている方がよく思われる。男子は逆に自信を持ち，高い目標に向って努力する方がよ
く思われると感じているためだろうと言っている｛8｝。
　一般に女子には成功を期待しながらも成功した時の自分にふりかかってくるプレッシャに対する恐
れから，成功を回避する動機が働くことを強調したのは，アメリカのホーナーである。しかしその後
女性解放の意識が女子青年の間にかなりの勢いで広がるとともに変化しているとも主張している。一
方現代の大学生の中には社会的成功そのものについて否定的，あるいは悲観的イメージを抱いている
男性が，かなりの率を占めるようなってきているという指摘もある。
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　　図31　3ケ国の青少年の行動様式（従順型一よい子）の年齢別の比較
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　　　　2．8
　　　　　　　口理由付け型
　　　　　　　睡翻自己中心型
　　　　　　　［コ無回答
　　　　　　　上段：教師
　　　　　　　中段：親
　　　　　　　下段：友人
　　　　　　　■自罰型
　　　　　　　匝ヨ親和型　　　　1．8
　　　　　　　［：］非親和型
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　　　　　　　　　（f呆護i型，　 　　　　　権威
　　　　　　　　　依存型〉
その他無回答　　　　　　　［コ無回答
図32　明大生の教師・親・友達に対する行動様式の比率（1995）
　一方日本の子どもの自己評価の低さは，既に小学校段階から始まっており，しかもそれを文化の反
映とのみみる前述の考え方に反対する意見もある。たとえばNHKが1989年に小学生に「得意なこ
とや自慢できること」を，スポーッ，勉強，趣味などの広い領域から13項目を用意して，尋ねた調
査がある（9）。それによると図34のように，「得意なことや自慢できること」として，上位にあがった
のは，
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　　　　　　　　男　児　　　　　　　　　　　　　　　期待　　　IQIQ4．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．00
3．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．50
3．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．00
2．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．50
2．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．00
1．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．50
1．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．00
　．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　．50
0．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．00
－．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．50
－1．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1．00
－1．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1．50
＿2．00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2．00
－2。50　　　　　　　　　　　　　　　　　－2．50　　　　　　Mean　D＝十．80
（Crandall，1969．宮本美紗子，1983）
図33
　　　　（いずれもZ値に変換）
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スタンフォード・ビネー得点と六つの課題に対する期待値のずれの比較
野球やバレーボールなどスポー一ッが得意
鉄棒やかけっこなどが得意
ピアノやギターなど楽器が使える
スポーッのルールや選手について，よく知っ
ている
マンガを書いたり，絵本やおもしろい話が作
れる
パソコンやテレビゲームがじょうずに使える
テレビやマンガの主人公について，よく知っ
ている
船や飛行機などの模型がじょうずに作れる
今，ヒットしている曲のレコー一ドやカセット
テープを持っている
人気スターの写真や切手など，ほかの人が持
っていないようなものを持っている
勉強がよくできる
英語の会話ができる
作詩や作曲ができる
とくにない
　24
　2418
　24
18
17
17
44％
41
［コ1984年
EZZ　1989年
「得意なことや自慢できること」（1984年と89年の比較）
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「野球やバレーボールなどスポーッが得意」
「鉄棒やかけっこなどが得意」
「ピアノやギターなどの楽器が使える」
「パソコンやテレビゲームがじょうずに使える」
「スポーツのルールや選手について，よく知っている」
「マンガを書いたり，絵本やおもしろ小話が作れる」
??????????????????????
??
??
1
など，スポーツに関するものが多く，次いで楽器演奏，テレビゲーム，マソガ・絵本の創作である。
　そしてこの率を，5年前の1984年調査と比べてみると，
　　「野球やバレーボールなどスポーツが得意」　　（44％→31％）
　　「鉄棒やかけっこなどが得意」　　　　　　　　（41％→24％）
をはじめ，すべての項目で，減少していることがわかった。
　逆に，得意なことや自慢できることは「とくにない」と答えた小学生が7％から21％へと，3倍も
増加している。
　このような自信のなさは，自分の性格の評価にも表われている。
　自分の性格を「根気がある」か「あきやすい」かなど，対になる4組の中から，当てはまるもの
を選んでもらった結果を1989年調査でみると，
　○「根気がある」や「思いやりがある」などの肯定的な評価をしている小学生は少なく，4つ全部
　　に肯定的評価がない，つまり，「あきやすい」や「自分勝手」などの否定的評価ばかりの小学生
　　が33％，実に3人に1人の割合でいる。
　　それに，肯定的評価がわずかに1つだけの小学生を合わせると，62％の小学生は，自分の性格
　　を否定的に見ている。
　これも，5年前の1984年調査と比べてみると
　○「根気がある」と答えた子どもは25％→20％へ，
　○「思いやりがある」と答えた子どもは29％→23％へ，
　　　　　　　　　聖　o「自分で何でもやるほうだ」と答えた子どもは40％→34％へ
と，いずれも減少している。
　このような自分の評価の低さは，外国の子どもたちと比べてみると，よくわかる。
　総務庁の調査によれば，「学校での自分の成績はいい」とアメリカの子どもの93％が答えているの
に，日本の子どもで，そう答えたのは32％しかいない。
　このことは，日本の子どもたちが，高学歴社会の中で，学校の成績を唯一の価値基準として，学校
や家庭で日々，いやがうえにも確認させられていることの反映であろう。そして学業以外のスポーツ
や趣味も，子どもたちに自信を持たせなくなっている現状をみると，さらに自信を失い，成長へのエ
ネルギーをも失った子どもたちが，数多く出現しているのではないかと，心配されている。
　そしてその結果は，日本の子どもの自己評価の低さを，謙譲の美徳という日本文化の忠実な習得と
いうことだけで説明しようとする人々があるが，それだけではないことを示すものというべきであろ
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表5　自分の性格の評価
1984年
i1686人）
1989年
i1592人）
あきやすい
ｪ気がある
65％
Q5
64％
Q0
自分勝手だ
vいやりがある
52
Q9
50
Q3
しりごみをするほう
ｩ分から進んで何かするほう
42
S5
41
S2
人を頼りにするほうだ
ｩ分で何でもやるほうだ
46
S0
49
R4
わからない，無回答は省略
表6　おとなになりたがらない子
早くおとなになりたいですか？ 小学6年生 中学2年生
「そうは思わない」
ｻの理由「子どもでいる方が楽だから」
74％
R6％
76％
R7％
子ども全体 母親の見方
朝学校へ行く時
uいやいや家を出ることが多い」
10％ 1％
（NHK，全国調査，1979）
男子 女子
早くおとなになりたい
｢つまでも今の年齢でいたい
ﾅきるなら幼稚園に戻りたい
47．2％
R3．8％
P9．0％
39．1％
R5．6％
Q5．3％
（6地域，1部小学4年生を含む，深谷昌志，1980）
う。
　その結果であろう。子どもの中に，自信をなくし，「おとなになりたくない子」や「できるなら幼
稚園に戻りたい子」「いやいや学校にいっている子」がふえていると心配されている（表6参照）。
　なおこれについては今回調査した，大学生と高校生の「楽しかった学校」「嫌だった学校」調査の
結果と，生きがい調査の結果をも付記しておきたい。
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4．関連ある二つの調査結果
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幼稚園　小学校　中学校
　　　（国民学校）
高校　　大学　　不明
図35　日・韓大学生の最も楽しかった学校
　　　（1987～88）
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図36　日・韓大学生の最も嫌だった学校
　　　（日韓大学生比較）
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図37　日・韓・米男子高校生の最も楽しかった学校
　　　（1991～92）
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図38　日・韓・米女子高校生の最も楽しかった学校
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図39 日・韓・米男子高校生の生きがい比率
（1991～92）
図40　日・韓・米女子高校生の生きがい比率
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　　日本学生（429人）＼　！
　父親　　母親　友だち　恋人　　仕事　　不明
図41　日・韓大学生の生きがい比率（1987～88）
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図42　日・米男子学生の生きがい比率
　　　（1992）
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一日本74人
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図43　日・米女子学生の生きがい比率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
（1）拙稿「日本と韓国と西ドイツの青年の質問紙による比較調査研究」明治大学人文科学研究所紀要別冊No．
　10，　1988年
（2）拙稿「日本と韓国と米国の高校生の質問紙による比較心理学的研究」明治大学人文科学研究所紀要No．34，
　1993年
（3）拙稿「日本と韓国と米国の高校生の質問紙による比較心理学的研究」明治大学人文科学研究所紀要No，34，
　1993年
（4）拙著「現代青少年の特質と課題」明治図書1993年
（5）日本青少年研究所「中学生の基本パネル調査報告書」1989年
（6）総理府青少年対策本部編「日本の子供と母親」1981年
（7）拙著「思いやりの動機と達成動機」学文社1987年
（8）拙著「思いやりの動機と達成動機」学文社1987年
（9）拙著「現代青少年の特質と課題」明治図書1993年
（きしもと　ひろむ）
一27一
